栃木県認知症対策推進会議設置要綱
（設置） 

第1条 　認知症対策については、早期の段階から適切な診断と対応、認知症に関する正しい知識と理解に基づく本人や家族への支援などを通じ、地域において総合的かつ継続的な支援体制を確立していくことが求められている。

　このため、県の認知症対策を総合的に推進するための施策に関する総括的な役割を担う栃木県認知症対策推進会議（以下「推進会議」という。）を設置する。
（所掌事務）

第２条　推進会議は、次の各号に掲げる事項を検討する。

一　県が実施する認知症対策に関する具体的な方策に関すること。
　二　県が実施する認知症対策事業の円滑な実施及びその成果の普及等に関すること。
　三　その他必要と認められる事項に関すること。
（組織）

第3条 　推進会議の委員は、学識経験を有する者のうちから、知事が委嘱する。
２　推進会議は、委員２０人以内で組織する。
３　委員の任期は、３年以内とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。

４　委員は、再任されることができる。
（会長）

第４条　推進会議に会長を置き、委員の中から互選するものとする。 

２　会長は、会務を総理し、推進会議を代表する。

３　会長に事故あるときは、あらかじめ会長が指名する委員がその職務を代理する。
（会議） 

第５条　推進会議の会議は、会長が招集し、会長が議長となる。
２　会議は、必要に応じて委員以外の者の出席を求め、説明又は意見を述べさせることができる。
（部会の設置）

第６条　推進会議は、必要に応じて部会を置くことができる。
（庶務)
第７条　推進会議の庶務は、保健福祉部高齢対策課において処理する。
（雑則）
第８条　この要綱に定めるもののほか、推進会議の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。
附　則
この要綱は、平成１９年７月２日から実施する。
この要綱は、平成３０年９月２５日から実施する。
